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2026.8.5  水曜ＡＣ 霊とまことの礼拝 

 

－「御国の福音を実体化させる義人の信仰」(へブル書 11 章)－ 

 

〔聖書は新改訳 2017 を引用〕 

 

１ハバクク書 2 章 4 節について 

パウロは、書簡の中でハバクク書 2 章 4 節を３回も引用し、神との関わりにおいては

信仰が必要であることを教えています。以下のとおりです。 

【ローマ 1:17】 

「福音には神の義が啓示されていて、信仰に始まり信仰に進ませるからです。『義人

は信仰によって生きる』と書いてあるとおりです。」 
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【ガラテヤ 3:11】 

「律法によって神の前に義と認められる者が、だれもいないということは明らかです。

『義人は信仰によって生きる』からです。」 

【へブル 10:37～39】 

「『もうしばらくすれば、来たるべき方が来られる。遅れることはない。わたしの義

人は信仰によって生きる。もし恐れ退くなら、わたしの心は彼を喜ばない。』しかし

私たちは、恐れ退いて滅びる者ではなく、信じていのちを保つ者です。」 

 

ローマ書 1 章 17 節は、信仰による救いを語る文脈でハバクク書 2 章 4 節を引用して

おり、ガラテヤ書 3 章 11 節は律法と信仰を対比させてどうあるべきかを教える文脈

で引用しています。また、へブル書 10 章 37～39 節では忍耐をもって神の約束に与る

という教えの中でハバクク書 2 章 4節が引用されています。 

このように見ていくと、神の義と信仰を論じるうえで、ハバクク書 2章で語られてい 
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る内容が最も参考となることばであるとパウロは考えていたのではないでしょうか。 

 

ではハバクク書では、どのように記されているのかを見てみたいと思います。 

【ハバクク 2:1～4】 

「1 私は、自分の物見のやぐらに立ち、砦にしかと立って見張り、私の訴えについて、

主が私に何を語られるか、私がそれにどう応じるべきかを見よう。2【主】は私に答

えられた。「幻を板の上に書き記して、確認せよ。これを読む者が急使として走るた

めに。3 この幻は、定めの時について証言し、終わりについて告げ、偽ってはいない。

もし遅くなっても、それを待て。必ず来る。遅れることはない。4 見よ。彼の心はう

ぬぼれていて直ぐでない。しかし、正しい人はその信仰によって生きる。」 

 

カルデヤ人がユダの不正に対する裁きとして用いられているとしても、彼らの暴虐と

繁栄はいつまで続くのかというハバククの神への問いかけがありました(ハバクク 1: 
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12～17)。ハバククは、それに対する神の答えを「物見のやぐらに立ち、砦にしかと

立って」待っていました。つまり、神の答えをしっかりと受け取るために全神経を集

中させていたということでしょうか。 

すると神はご自身が示される幻をはっきりと書き記すように命じます。その幻とは、

「定めの時について証しするもの」であり、「終わりについて告げ」ているものです

(3 節)。それは 2 章 5 節以下に記されている神のご計画における「終わりの時」に関

する預言であり、すなわち御国の福音です。へブル書 10 章 37 節の引用では、「この

幻」ついての表現を「来るべき方が来られる」と言い換えています。 

 

2 節の「確認せよ」の原語「ra'B;(バーアル)」は「はっきり」という意味がありま

すので、「書き記して、確認せよ」は「はっきりと書き記せ」となります。 

この「ra'B;(バーアル)」が他で用いられているのは、申命記1章５節と申命記27章

8 節の 2箇所だけです。 
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【申命記 1:５】 

「ヨルダンの川向こう、モアブの地で、モーセは次のように、みおしえの確認を行う

ことにした。」 

【申命記 27:8】 

「それらの石の上に、このみおしえのことばすべてを、よく確認して書き記しなさ

い。」 

イスラエルの民は、荒野の経験を経て第二世代となっており、これから約束の地に入

っていこうとする直前にありました。彼らは出エジプトにおける神のみわざを見てい

ない世代であり、シナイ契約にも立ち会っていません。そのような世代の人々に、神

のみおしえをもう一度しっかりと心にとどめさせようとする意図が、この「確認する

(ra'B;:バーアル)」に込められているように思います。 

 

また「はっきりと書き記す」のは、「これを読む者が急使として走るため」であると 
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記されています。 

「走る」と訳された原語は「$Wr(ルーツ)」となっており、「急いで走る」という意 

味があります。「急使として」という意味は原語にありませんので、「$Wr(ルーツ)」

の「走る」を補うための意訳であると思われます。また、この「$Wr(ルーツ)」が

用いられている他の箇所からも「使命感」、「緊急性」、「熱意」、「献身」を想起させま

す(Ⅱサムエル 18 章、Ⅰ列王 18:46、詩篇 119:32 など)。 

 

したがって、ハバクク書 2 章 2 節には幻で示された内容を、伝える者も聞く者も、必

ず実現する極めて重要な事柄として熱心に求め続けられていくものであるということ

が教えられているように思います。 

 

そして、そのことが語られた後に続けて「見よ、…正しい人はその信仰によって生き

る」というフレーズが接続されています。すなわち「この幻」を受けて「走る」人(2 
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節)、また「この幻」を待ち望む人(3 節)を「義人」と呼んで、彼らは信仰によって

生きる人たちであるということが語られています。 

 

２「義人」とは 

ハバクク書2章 4節で「正しい人」と訳されている原語「qydIx'(ツァディーク)」の

動詞「qdex;(ツァーデーク)」は、「義とされる」という意味のことばです。 

人類で最初に義とされた人は、アベルです。 

【へブル 11:4】 

「信仰によって、アベルはカインよりもすぐれたいけにえを神に献げ、そのいけにえ

によって、彼が正しい人であることが証しされました。神が、彼のささげ物を良いさ

さげ物だと証ししてくださったからです。」 

 

アベルが義とされたのは、「信仰によって…すぐれたいけにえを神に献げた」からで 
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あるとされています。「すぐれた」というのは、「神が彼のささげ物を良いささげ物だ

と証し」したことで判明していますが、その「ささげ物」とは何を意味しているので 

しょうか。 

実際に創世記 4 章 4 節では次のように記されています。 

【創世記 4:4】 

「アベルもまた、自分の羊の初子の中から、肥えたものを持って来た。【主】はアベ

ルとそのささげ物に目を留められた。」 

 

アベルのささげ物は「羊の初子」で、しかも「肥えたもの」でした。 

律法によれば、初子は買い取ることが許されておらず、必ず神に献げなければなりま

せん。なぜなら、それは聖なるもの(神のもの)だからです(民数記 18:17)。また、

「肥えたもの(bl,xe:ヘーレヴ)」は「最上のもの」、「脂肪」を意味しており、「脂肪

はすべて主のものである(レビ 3:16)」と定められています。更に、羊が反芻し、ひ 
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づめが分かれている家畜であるということも神に受け入れられる条件を満たしていま

す(レビ 11:3)。 

このように、アベルのささげ物は神がご自分の意思として求めておられる律法に完全

に合致したものでした。それと同時にこれらはイェシュアの贖いを予表するものであ

り、神のご計画に関わるものです。それゆえに、神はアベルとささげ物に「目を留め

られた」のだと思います。 

 

へブル書では、そのアベルのささげ物を「すぐれたいけにえ」と表現していますが、

「すぐれた」という語彙のヘブル語訳は(b/f:トーヴ)です。その動詞は(bf'yI:ヤ
ータヴ)で「喜ぶ」、「心にかなう」などの意味があります。もちろんそれは神の視点

からということです。 

 

アベルの時代にはまだ律法が存在していませんが、「信仰によって」彼がその律法の 
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要求を満たしていたというのが、へブル書 11 章 4 節の主張です。そして、そのこと

がアベルを「義人である」と言わしめた内容です。 

創世記 4 章のアベルのことから「義」とは何かを考えるときに、注目すべきは彼の信

仰によるささげ物です。そこには彼の倫理的・道徳的行為について何ひとつ書かれて

いません。 

 

彼が行った律法のいけにえの制度の目的は人が神との関係を回復し、神に近づくとい

う側面があります。つまり、「qdex;(ツァーデーク:義とされる)」が表す概念は、倫

理・道徳的概念ではなく、関係概念であるということが言えると思います。 

アブラハムも「qdex;(ツァーデーク:義とされた)」人物ですが、彼の場合も「主(の

ことば)を信じた」ことによって、神との契約関係に入り両者のかかわりのドラマ(神

と共に歩む人生)が始まっています。 
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３「信仰」とは 

アベルもアブラハムも信仰に基づいた行動が「義と認められた」所以ですが、その信 

仰について聖書はどのように教えているのでしょうか。 

へブル書 11 章 1 節に、「信仰」の定義が記されています。 

【ヘブル 11:1】 

「さて、信仰は、望んでいることを保証し、目に見えないものを確信させるもので

す。」 

 

これは、パラレリズムの文章構造になっており、「信仰」の定義を二つの異なった表

現で説明しています。 

 

原語を確認すると以下のようになります。 

➀「望んでいることを保証し」 
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⇒「evlpizome,nwn(エルピゾメノーン) u`po,stasij(ヒュポスタシス) 

・evlpizome,nwn(エルピゾメノーン)の動詞「evlpi,zw(エルピゾー)」は、「希 

 望する」、「待ち望む」、「期待する」などの意味があります。 

 ・u`po,stasij(ヒュポスタシス)は「確信」、「確証」、「実質」、「実体」、「実現」、

「本質」などの意味があります。 

 ・evlpizome,nwn(エルピゾメノーン)は、分詞形の受動態ですので、直訳すると

「望まれていること」となります。 

 ・このセンテンスの主格は、u`po,stasij(ヒュポスタシス)です。 

 つまり、evlpizome,nwn u`po,stasij(エルピゾメノーン・ヒュポスタシス)は、

「望まれていることの実現」あるいは「希望されているものに関する実体」とも訳

することができます。 

 

②「目に見えないものを確信させる」 

 

 



- 13 - 
 

 

⇒pragma,twn(プラグマトーン) e;legcoj(エレンコス) ouv(ウー) 

blepome,nwn(ブレポメノーン) 

・pragma,twn(プラグマトーン)は、「事柄」、「出来事」、「事実」などの意味を持

つ pra/gma(プラグマ)の複数形です。 

 ・e;legcoj (エレンコス)は、「証拠」、「事実確認」、「確証」などの意味がありま

す。 

 ・ouv(ウー)は、「～ない」という断定的な否定を表し、blepome,nwn(ブレポメ

ノーン)は、「見る」、「認識する」、「見分ける」などの意味を持つ ble,pw(ブレ

ポー)の分詞形の受動態です。よって、ouv blepome,nwn(ウー・ブレポメノー

ン)は、「見えない」、あるいは「認識されない」となります。 

 ・このセンテンスの主格は、e;legcoj(エレンコス)です。 

 

したがって、pragma,twn e;legcoj ouv blepome,nwn(プラグマトーン・エレ 
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ンコス・ウー・ブレポメノーン)は、「見えない事柄の証拠(確証)」、また「認識さ

れない事実の確認」と訳することもできます。 

参考に、このへブル書 11 章 1 節を回復訳では「さて信仰とは、望んでいる事柄を実

体化することであり、見ていない事柄を確認することです。」と訳しています。 

 

４信仰の対象と働き 

へブル書 11 章 1 節では、「信仰」が何を対象とし、どのような働きをするのかという

ことを二つのセンテンスで定義しているのだと思います。ですからへブル書 11 章 1

節の原語の情報から信仰の「対象」と「働き」の内容に組み分けてみたいと思います。 

 

Ａ「信仰の対象」は…「望んでいること」、「目に見えないもの」とされています。 

 原語から広がる語群として 

 「希望されていること」、「待ち望まれていること」、「期待されていること」、「見え 
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ない事柄の証拠(確証)」、「認識されない事実の確認」があります。 

 

訳語では「望んでいること」とありますが、原文では受動態となっていますので正

確には「望まれていること」です。ですから、信仰する者が「望むこと」ではなく、

信仰の「対象」自体が望まれていることです。「目に見えないもの」も受動態です

ので同様です。 

 

Ｂ「信仰の働き」の内容は…「保証」、「確信」とされています。 

 原語から広がる語群として 

 「確証」、「実質」、「実体」、「実現」、「本質」、「証拠」、「事実確認」があります。 

 

「信仰の対象」は、「望まれていること」や「目に見ることのできていないもの」の

「事実」、「事柄」です。 
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そのことをより具体的にするために、へブル書の 11 章までの主な文脈を確認したい

と思います。 

 

へブル書では大祭司であるキリストがいかに至高の存在であるかを示し、またその方

が仲介者となられて与えられる新しい契約について語られています。そのことを教え

ると同時にパウロがイスラエルの民に対して勧めているのは次のようなことです。 

【へブル 3:4～6】 

「4 家はそれぞれだれかが建てるのですが、すべてのものを造られたのは神です。5

モーセは、後に語られることを証しするために、神の家全体の中でしもべとして忠実

でした。6 しかしキリストは、御子として神の家を治めることに忠実でした。そして、

私たちが神の家です。もし確信と、希望による誇りを持ち続けさえすれば、そうなの

です。」 

【へブル 4:10～11】 
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「10 神の安息に入る人は、神がご自分のわざを休まれたように、自分のわざを休む

のです。11 ですから、だれも、あの不従順の悪い例に倣って落伍しないように、こ

の安息に入るように努めようではありませんか。」 

【へブル 6:11～12、15】 

「11 私たちが切望するのは、あなたがた一人ひとりが同じ熱心さを示して、最後ま

で私たちの希望について十分な確信を持ち続け、12 その結果、怠け者とならずに、

信仰と忍耐によって約束のものを受け継ぐ人たちに倣う者となることです。…15 ア

ブラハムは忍耐の末に約束のものを得たのです。」 

【へブル 6:17～18】 

「17 そこで神は、約束の相続者たちに、ご自分の計画が変わらないことをさらには

っきり示そうと思い、誓いをもって保証されました。18 それは、前に置かれている

希望を捕らえようとして逃れて来た私たちが、約束と誓いという変わらない二つのも

のによって、力強い励ましを受けるためです。」 
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【へブル 7:18～19】 

「18 一方で、前の戒めは、弱く無益なために廃止され、19─律法は何も全うしなか

ったのです─もう一方では、もっとすぐれた希望(朽ちることのない、いのちの力)が 

導き入れられました。これによって私たちは神に近づくのです。」 

【へブル 9:14～15】 

「14 まして、キリストが傷のないご自分を、とこしえの御霊によって神にお献げに

なったその血は、どれだけ私たちの良心をきよめて死んだ行いから離れさせ、生ける

神に仕える者にすることでしょうか。キリストは新しい契約の仲介者です。それは、

初めの契約のときの違反から贖い出すための死が実現して、召された者たちが、約束

された永遠の資産を受け継ぐためです。」 

【へブル 10:23】 

「約束してくださった方は真実な方ですから、私たちは動揺しないで、しっかりと希

望を告白し続けようではありませんか。」 
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これらの文脈に、へブル書 11 章 1 節の「信仰」の定義を重ね合わせると、「望んでい

ること」、「目に見えないもの」は、「神がイスラエルに与えられた約束」であり、 

「これから成就されるべき神のご計画」であることが見えてきます。 

 

また、その「信仰の対象」が未来にあること、あるいは現実にその目で見ることので

きないものであるがゆえに、保証ができないものであり、不確実であり、実体がない

ものです。そのような「信仰の対象」を「保証」、あるいは「確証」させたり、「実体

化」させたりすることが「信仰の働き」ということができると思います。 

 

５信仰の起源 

【へブル 12:2】 

「信仰の創始者であり完成者であるイエスから、目を離さないでいなさい。」 

パウロが、信仰の創始者、そして完成者はイェシュアであると教えています。 
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「創始者」は、原文では「avrchgo,j(アルケーゴス)」となっています。「最初」、

「原始」という意味の「avrch,(アルケー)」と、「導く」、「連れていく」などの意味 

がある「a;gw(アゴー)」の合成語となっており、「avrchgo,j(アルケーゴス)」には

「創造者」、「導き手」という意味もあります。 

イェシュアご自身が「信仰」を創造され、完成された方でもありますが、人に「信仰」

を始めさせ、それを完成させる方でもあります。ですから、「信仰」は、人間の内に

備わっている力ではなく、神が与えて始めさせ、神が働かせ、神が完成へと導くもの

であると言えます。 

 

〇「pisteu,w:ピステューオー(信じる)」の用例 

「信仰」ということばを動詞的に用いる場合は、「信じる」と訳されるギリシア語

「pisteu,w(ピステューオー)」が使用されることが多くあり、新約聖書で 241 回の

用例があります。 
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「信じる」を用いて日本語に訳される多くの場合は、「～を信じる」となっています。

しかし、原文で見た場合にその意味とは異なる表現方法が使用されており、多くの箇 

所でその用例が見られるようです。その特徴的なことは「pisteu,w(ピステューオ

ー)」とともに「eivj(エイス)」が用いられていることです。 

例えば、ヨハネによる福音書 3 章 16 節では次のとおりです。 

【ヨハネ 3:16】 

「神は、実に、そのひとり子をお与えになったほどに世を愛された。それは御子を信

じる者が、一人として滅びることなく、永遠のいのちを持つためである。」 

 

ここでの「御子を信じる」は原文で「pisteu,wn(ピステューオーン)〔信じる〕

eivj (エイス)〔～の中へ〕auvto.n(アウトン)〔彼(御子)〕」となっています。 

ですから、直訳としては「御子の中へと信じる」になります。 

「eivj(エイス)」は、「～の中へ入る」という空間的な意味や、目標、目的地など 
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「～に向かって」、また、ある状態への変化「～に至る(なる)」など、運動の方向を

表す前置詞とされています。 

このような「eivj(エイス)」を用いた「(～の中へと)信じる」という使用例は、ヨハ

ネによる福音書やパウロ書簡に多く見られるようです。 

「信じる」という場合に、原文があえて「～の中へ」という意味の「eivj(エイス)」

を用いるのは、「信仰の働き」に関係があるように思います。 

 

６「信仰」はどのように働くのか 

【Ⅱコリント 4:18】 

「私たちは見えるものにではなく、見えないものに目を留めます。見えるものは一時

的であり、見えないものは永遠に続くからです。」 

 

パウロは「見える一時的なもの」と「見えない永遠に続くもの」を対比して、今ある 
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ところの前者から神が約束されている後者のほうに目を向けると語っています。 

「見えるもの」と「見えないもの」を次の 5 章で展開していますが、「見えるもの」 

とは「地上の住まいである幕屋」、すなわち衰えて朽ちていく「肉体」のことです。

また「見えないもの」とは「神がくださる永遠の住まい」、すなわち携挙のときに与

えられる「霊のからだ」のことです。 

 

「見えるもの」から「見えないもの」へ、「肉体のもの」から「霊のもの」へという

霊的領域への移行、それが「信仰の対象」としてパウロが語っている事柄です。その

ことに対して「目を留める」ということですから、ある対象を霊的領域へ移行させる

内側の作用のことを「信仰の働き」と言うのではないでしょうか。 

 

また、パウロはエペソ 1 章で次のように祈っています。 

【エペソ 1:18～19】 
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「あなたがたの心の目がはっきり見えるようになって、神の召しにより与えられる望

みがどのようなものか、…知ることができますように。」 

「心の目で見る」というのは、霊的領域に属することを知ることです。それによって

「神が与える望み」すなわち「信仰の対象」を見ることができるようにとパウロは祈

っています。 

 

へブル書 11 章 1 節で見てきたように、信仰の対象である「望まれていること」、「目

に見えないもの」というのは霊的領域に属する事柄です。信仰は、その領域に向かっ

て働く力であると言えます。 

 

つまり、「信仰の対象」を「影から実体へ」、「形式から実質へ」、「不信から確信へ」、

「現象から本質へ」、「未だから実現へ」と移行させていく働きが「信仰」であるとい

うことができるのではないでしょうか。 
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そういう意味で、「イェシュアを信じる」というよりも「イェシュアの中へと信じる」

というのが的を射た表現なのかもしれません。 

 

７応答としての信仰 

ところで、イェシュアが人に「信仰」を与えられたのはいつでしょうか。 

その前に、まず「信仰」はどこから生じてくるのかを聖書から見てみたいと思います。 

【ガラテヤ 5:22】 

「御霊の実は、愛、喜び、平安、寛容、親切、善意、誠実、…」 

「誠実」と訳された原語は「pi,stij(ピスティス):信仰」です。ですから、「信仰」

は御霊から生じる実です。 

 

【Ⅰコリント 12:3】 

「聖霊によるのでなければ、だれも『イエスは主です』と言うことはできません。」 
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「イェシュアは主です」という信仰の核心的告白は、聖霊の働きによって可能になる

ことが教えられています。 

 

【ローマ 8:16】 

「御霊ご自身が、私たちの霊とともに、私たちが神の子どもであることを証ししてく

ださいます。」 

「ともに…証しする」と訳された「summarture,w(スンマルテュレオー)」は、

「保証する」という意味もありますので、信仰の働きと同義であると理解することが

できます。したがって、聖霊と人の霊がミングリングすることによって信仰が働き、

それによって人が神の子としての認識に至るということができると思います。 

 

「信仰」が御霊の働きによって生じ、霊の領域に向かって働くとするなら、人の霊が

機能不全を起こしているのであれば信仰が働く余地はありません。 
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それゆえに、イェシュアが死と復活を経て「いのちを与える霊」となられて、人の霊

を再生することによってはじめて人は「信仰」が与えられたということができるので

はないでしょうか。そして、イェシュアがその霊の中に共に住まわれることによって 

人の霊と共に「信仰」が働き始めるのではないでしょうか。 

 

「信仰」は神が与え、神が働かせ、神が完成してくださると教えていますが、不思議

なことに、同時に人はその神の働きに応答し、「信仰を用いる」主体的行為を求めら

れています。この「神の賜物としての信仰」と「人間の応答としての信仰」の両面が

働くことを神の霊と人の霊のミングリングの状態であると言えるのかもしれません。 

 

へブル書 11 章 3 節以降に旧約時代の信仰の人々が紹介されています。彼らに共通し

ている特徴は、いずれも神が与えた信仰に対して「応答」していることです。 

・アベルは、すぐれたいけにえを神に献げた(11:4)。 
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・エノクは、神に喜ばれていた(11:5)。 

・ノアは、箱舟を造った(11:7)。 

・アブラハムは、(神のことばに)従い、出ていった(11:8)。 

・モーセは、目に見えない方を見ているようにして、忍び通した(11:27)。 

・イスラエルの人々は、紅海を渡り(11:29)、七日間エリコの周囲を回った(11:30)。 

・ラハブは、偵察に来た人たちを穏やかに受け入れた(11:31)。…など 

 

これらの人々を 2節で次のように紹介しています。 

【へブル 11:2】 

「昔の人たちは、この信仰によって称賛されました。」 

 

「称賛された」とあります。日本語としての意味は、「言葉に出して褒めたたえられ

る(られた)こと」とされています。しかし、「称賛された」と訳されている原文は 
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「marture,w(マルテュレオー)」のアオリスト・受動態となっています。

「marture,w(マルテュレオー)」には「称賛する」という意味もありますが、その

語根は「証人」という意味の「ma,rtuj(マルテュス)」です。 

新約聖書で「marture,w(マルテュレオー)」が使用されているのは76回ありますが、

その内「証言をする」、「証しをする」などの意味で用いられているのが 69 回あり、

「称賛する」や「評判の良い」と訳されるのは 7 回のみです。 

 

またその 7 回の文脈で登場するのは、ステパノを含む七人の御霊と知恵に満ちた人た

ち(使徒 6:3)、百人隊長コルネリウス(使徒 10:22)、テモテ(使徒 16:2)、パウロの召

命に立ち会ったアナニア(使徒 22:12)、その他(へブル 11:2、11:39)です。 

 

これらの人々が「称賛され」たり、「評判が良い」と記されていますが、それはいず

れも自分の功績が認められた人たちというよりも、神の御声を聞いて応答した人たち 
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とするほうが適切な表現ではないかと思います。そういう意味では、神の御業を反映

させて輝いた人たち、すなわち神の栄光を証しした人たちと言えるのではないかと思

います。 

そのように、へブル書 11 章 2 節の「称賛」という言葉を理解すると、へブル書 11 章

3 節以降に記された旧約時代の信仰の人々もやはり、彼らの功績というよりも、神の

ことばに応答して証しを立てた人たちということに強調が置かれていると思います。 

 

８神のことば 

パウロは、また「信仰」についてローマ書 10 章 17 節で次のように教えています。 

【ローマ 10:17】 

「ですから、信仰は聞くことから始まります。聞くことは、キリストについてのこと

ばを通して実現するのです。」 
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ハバククが、「物見のやぐらに立ち、砦にしかと立って(ハバクク 2:1)」神の答えを

待っていたように、へブル書 11 章の人物たちも皆、「イスラエルに与えられた神の約

束」として望まれていたこと、また未だ見ていない「成就されるべき神のご計画」を 

聞くことから始まったはずです。そして、それがまだ不確実で実体がないものである

がゆえに、それを「実体化」させる神の力が必要であったと言うことができます。そ

れを与えてくださったのが聖霊であり、その賦与された賜物を「信仰」という言葉で

表していると受け止めていいのではないかと思います。 

 

イェシュアとニコデモの対話の中で「まことに、まことに、あなたに言います。人は、

水と御霊によって生まれなければ、神の国に入ることはできません。(ヨハネ 3:5)」

とイェシュアが語られました。 

 

「水」とは「神のことば」を象徴します。「神のことば」と聖霊によっていのちを得 
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るものに「信仰」が与えられます。同時にその人たちが信仰の応答をすることによっ

て、「神の約束」、「神のご計画」が実体化されていきます。 

 

アベルを始めとする旧約の信仰に生きた人々、またこの歴史上に登場するすべての信

仰者の「信仰の応答」が紡がれていって「神の約束」、「神のご計画」が実体化(実現)

されていきます。そして、その人たちが「神の約束」であり「神のご計画」のゴール

であるメシア王国の住民たちになっていくのではないでしょうか。 

そのような信仰の歴史を創造し、スタートさせ、そして目に見えるかたちで完成され

るのがイェシュアであるとへブル書 12 章 2 節が語っています。 

 

 

木曜ＡＣ 呉屋敏 


